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地区の方と交流会をしました。

利用者は、この日の訪問をとても楽
しみにしており、児童と一緒にあやと
りやコマ回しなどを通じ楽しいひとと
きを過ごしました。
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昨
年
十
二
月
、
会
員
全
員
が
参
加
し
、
お
弁
当
を
食
べ
な
が

ら
健
康
に
関
す
る
こ
と
や
今
年
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
健
康
体
操
を
し
て
、
一
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

同
サ
ロ
ン
で
は
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
公
園
の
環

境
美
化
も
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
会
員
を
増
や
せ
る
よ
う
引
き

続
き
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

二
月
十
日
、
会
員
四
人
と
地
域
の
高
齢
者
四
人
が
集
会
所
に

集
ま
り
、
昨
年
十
一
月
の
活
動
で
作
っ
た
お
手
玉
で
色
ん
な
遊

び
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は「
昔
は
も
っ
と
出
来
て
い
た
の
に
」や「
お
手
玉
で

こ
ん
な
遊
び
方
を
し
て
い
た
」
な
ど
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
が
い
つ
ま
で
も
参
加
で
き

る
サ
ロ
ン
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
二
十
七
日
、

会
員
宅
へ
会
員
十
人
が

集
ま
り
、
地
元
の
神
社

へ
奉
納
す
る
門
松
や
し

め
縄
飾
り
を
作
り
ま
し

た
。

　

地
域
の
高
齢
者
の
方

に
指
導
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、
会
員
達
が
持
ち

寄
っ
た
材
料
で
、
立
派

な
門
松
と
し
め
縄
が
出

来
上
が
り
、
お
正
月
を

迎
え
る
準
備
が
整
い
ま

し
た
。

　

同
サ
ロ
ン
で
は
、
今

後
も
伝
統
文
化
の
体
験

や
世
代
間
交
流
な
ど
、

笑
顔
と
笑
い
で
い
っ
ぱ

い
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

2011ふれあいサロン活動積極的に支
援していま

す

代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

 鹿之助ふれあいサロン

 川関長寿会

 追田老人会
と し よ り か い

高梁

有漢町

高　梁

　

有
漢
町
上
有
漢
川
関
地
区

の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
方

や
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
障
害

者
の
方
な
ど
が
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
よ
う
声
掛
け
を
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
十
八
人
で
、

季
節
の
行
事
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
を
計
画
し
、

地
域
の
子
供
達
も
一
緒
に
楽

し
め
る
よ
う
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

私
達
の
会
は
、
昭
和
の
時
代
か
ら
地
域
の
高
齢
者
が
集

ま
り
、
皆
さ
ん
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
三
十
年
近
く

に
な
り
ま
す
。

　

現
在
会
員
は
五
人
で
、
毎
月
一
回
以
上
、
集
会
所
に
集

ま
っ
て
、
体
操
や
集
会
所
周
辺
の
清
掃
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
緒
に
昼
食
を
作
り
、
食
事
を
と
り
な
が
ら

会
話
も
弾
み
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
地
域
で
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
始
め
ま
し

た
。
現
在
、
会
員
は
六
十
歳
か
ら
七
十
六
歳
ま
で
の
有
志

十
四
人
で
、
月
に
一
回
集
ま
り
、
健
康
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
り
、
運
動
や
花
を
植
え
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

神社に奉納した門松
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一
月
二
十
五
日
、
会
員
十

二
人
は
代
表
者
宅
に
集
ま
り
、

手
工
芸
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
〝
折
り
紙
で
指
先
を
動
か

し
、
難
し
い
も
の
に
取
り
組

む
こ
と
〟
が
脳
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
た
め
、
会
員
た
ち

は
毎
回
色
ん
な
作
品
制
作
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
折
り
紙
で
バ
ラ

の
花
を
作
り
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
作
品
は
ど
れ
も
力

作
で
、
色
鮮
や
か
な
作
品
が

ず
ら
り
と
並
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
社
協
の
職
員
に

よ
る
社
協
の
活
動
内
容
や
介

護
保
険
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
会
員
達
は
社
協
の
役

割
や
重
要
性
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

こ
の
日
も〝
色
ん
な
話
題
”

と〝
笑
顔
”が
絶
え
な
い
楽
し

い
サ
ロ
ン
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

　ふれあいサロン活動に参加している方から「生活に張りがでた」や「健康体操で体調が良くなった」
また、「毎日が楽しい」など、とてもうれしい声が届いています。
　本市社会福祉協議会ではふれあいサロン活動を実施することによって、次の効果を期待しています。

・仲間づくりや情報交換の場となり、孤立・閉じこもり防止に繋がる。
・会話等のコミュニケーションによって、日常生活での悩みや不安が解消される。
・『ささえあい・たすけあい』のネットワークづくりに繋がる。

ふれあいサロン活動の効果について

　平成２３年度においても引き続きふれあいサロン活動を積極的に支援いたします。申請受付や事業の内
容に関するお問い合わせは、地域福祉課又は各支所までお気軽にご連絡ください。

代
表
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

 ゆかいな仲間たち備中町　

私
達
の
サ
ロ
ン
は
、
平
川
北
部
の

三
町
内
会
の
手
工
芸
に
関
心
の
あ
る

十
七
人
が
、
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
と
生
き
が

い
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

皆
で
集
い
、
近
況
を
報
告
し
な
が

ら
楽
し
く
物
を
作
る
こ
と
で
、
安
ら

ぎ
と
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
サ
ロ
ン
活
動
を
続
け
て
行

け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

折り紙でバラの花を作っています

　平成 22年度のふれあいサロン活動事業について、事業が完了された団体は、実績報告書
の提出を地域福祉課又は各支所までお願いします。

お知らせ

地域福祉課　☎22−7243	 有漢支所　☎57−3218	 成羽支所　☎42−2005
川上支所　　☎48−9770	 備中支所　☎45−3131



（4）

第 36号ふれあい福祉

○
温
浴
効
果
に
よ
り
血
行
促
進
が
図
ら

れ
、
皮
ふ
の
つ
や
が
良
く
な
り
、
身
体

機
能
の
回
復
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
洗
身
に
よ
り
皮
ふ
を
清
潔
に
し
痒か
ゆ

み
を

取
り
ま
す
。
ま
た
床
ず
れ
の
防
止
や
改

善
が
図
ら
れ
ま
す
。

①
身
体
的
効
果

○
気
分
転
換
が
図
ら
れ
、
会
話
を
楽
し
む

余
裕
や
心
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま
す
。

○
緊
張
感
の
緩
和
や
爽
快
感
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
、
睡
眠
も
よ
く
と
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

②
精
神
的
効
果

○
入
浴
時
の
会
話
や
入
浴
後
の
介
護
相
談

で
、ス
ト
レ
ス
等
の
軽
減
が
図
れ
ま
す
。

○
入
浴
中
に
寝
具
の
交
換
、
更
衣
、
そ
の

他
必
要
に
応
じ
た
付
帯
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
の
で
、
利
用
者
家
族
の
介
護
負

担
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
の
効
果

　

前
号
に
引
き
続
き
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　

　

今
回
は
、
在
宅
で
の
生
活
を
よ
り
豊
か

に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
訪
問
入
浴
介
護

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

『
入
浴
』
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ

り
ま
す
。

入
浴
に
よ
る
効
果

入
浴
サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス
利
用

で
き
る
ま
で
の
流
れ

　

介
護
保
険
認
定
者
が
、
ご
自
宅
の
お
部

屋
で
入
浴
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で

す
。

　

職
員
三
人
が
チ
ー
ム
（
看
護
職
員
一

人
、
介
護
職
員

二
人
）
と
な
り
、

専
用
の
浴
槽
を

装
備
し
た
訪
問

入
浴
車
で
訪
問

い
た
し
ま
す
。

訪
問
入
浴
事
業
と
は

車内にはたくさんの機器を
積んでいます

訪問入浴車

利用者のご自宅へ入浴車が伺います

❹
入
浴
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま

す
。

❸
自
宅
で
担
当
者

会
議
が
開
か
れ

利
用
日
や
利
用

回
数
等
の
確
認

を
し
ま
す
。

❶
入
浴
車
到
着

介護職員は入浴の準備を始めます。
浴槽はベッドのあるお部屋に設置します。

❷
準
備

❶
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
相
談
し
て

入
浴
事
業
所
を
選
び

ま
す
。

❷
主
治
医
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

※
た
だ
し
診
断
書
の
料
金
は
自
己

負
担
と
な
り

ま
す
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

入
浴
が
つ
な
ぐ
〝
こ
こ
ろ
〟
の
絆

診断書
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さ
っ
ぱ
り
し
て
、

と
て
も
気
持
ち
が

よ
か
っ
た
。

●
利
用
者
の
声

お
父
さ
ん
は
い
つ

も
お
風
呂
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま

す
。

●
ご
家
族
の
声

　

タ
オ
ル
、
石
け
ん
、

　

シ
ャ
ン
プ
ー
、

　

着
替
え
等

▼
用
意
し
て
い
た
だ
く
も
の

※
訪
問
先
の
電
気
と
水
道
を
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
，
二
五
〇
円
（
一
回
）

▼
全
身
入
浴

　

八
七
五
円
（
一
回
）

▼
清
拭
・
部
分
浴

利
用
者
た
ち
の
声
が

届
き
ま
し
た

入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
つ
づ
き

訪
問
入
浴
利
用
料
は
次
の
と
お
り
で
す
。

利
用
者
負
担
金

利用者やご家族の方とその日の体調やご気分を
伺いながら入浴の判断をします。また、血圧・
体温・脈拍等を測ります。

❸
入
浴
前
の
健
康

　
チ
ェ
ッ
ク

職員 3人で行います。利用者の安心安全とプラ
イバシーに十分配慮して洗髪・洗身を行います。
ゆっくり入浴を楽しんでいただいています。

❹
入
浴

訪問入浴事業所たかはし………☎２２- ７２４４
訪問入浴事業所びっちゅう……☎４５- ３１３１

入浴がつなぐ『こころの絆』を大切にしています

再び体調等のチェック、血圧・体温・脈拍の測
定を行います。

❺
入
浴
後
の
健
康

　
チ
ェ
ッ
ク

お問い合わせは

訪問入浴事業所　職員

※
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
と
は
…
消
防
用
設
備

の
一
つ
で
、
火
災
発
生
時
に
熱
を
感
知

し
て
、
自
動
で
水
を
散
水
し
消
火
を
行

う
。

2 月 17 日　施工業者と
高梁市消防本部職員によ
る完了検査を受けました

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を

設
置
し
ま
し
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

　

近
年
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
火
災
が
発
生
し
、

入
居
者
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
る
悲
痛

な
事
例
が
起
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事

例
を
受
け
て
平
成
十
九
年
六
月
に
消
防

法
施
行
令
が
一
部
改
正
さ
れ
、
小
規
模

社
会
福
祉
施
設
に
消
防
用
設
備
を
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ

ゆ
り
苑
で
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
受

け
て
消
防
用
設
備
と
し
て
※
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
を
設
置

し
、
火
災
時
の

緊
急
対
応
に
備

え
ま
し
た
。

常
に
利
用
者
の

安
心
・
安
全
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

各居室や食堂等の天
井に設置したスプリ
ンクラー
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二
月
六
日
、
富
家
小
学
校
で
人
権

参
観
日
が
開
催
さ
れ
、
高
梁
市
手
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
員
四
人
が

講
師
と
な
り
、
三
、四
年
生
十
七
人

を
対
象
に
手
話
講
座
を
実
施
し
ま
し

た
。

こ
の
日
、
児
童
達
は
保
護
者
と
一

緒
に
『
手
話
』
に
よ
る
自
己
紹
介
や

あ
い
さ
つ
の
仕
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学
び
ま
し
た
。

授
業
終
了
後
に
は
、
児
童
達
か
ら

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
の
質
問
が
あ

り
、
会
員
達
は
「
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
手
を
貸
し
て
あ
げ
て
ほ
し

い
」
と
児
童
達
に
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

同
校
で
は
、
今
回
の
手
話
講
座
の

他
に
授
業
で
※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

今
年

度
、
松

原
小
学

校
で
は
、

三
回
に

わ
た
り

出
前
講

座
を
実

施
し
ま

し
た
。

第
一

回
目
は
六
月
二
十
四
日
に
高
梁
市
手

話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
員
に
よ

る
手
話
講
座
が
開
催
さ
れ
、
手
話
で

の
自
己
紹
介
の
方
法
や
手
話
に
よ
る

歌
を
学
習
し
ま
し
た
。

第
二
回
目
は
十
二
月
十
日
、
山
本

均
さ
ん
と
盲
導
犬
ヴ
ァ
ニ
ラ
、
山
田

光
政
さ
ん
に
よ
る
盲
導
犬
体
験
が
行

わ
れ
、
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
ま

し
た
。

ま
た
、

第
三
回
目

は
二
月
一

日
に
車
い

す
体
験
と

併
せ
て
福

祉
車
輌
の

役
割
や
リ

フ
ト
の
操
作
方
法
な
ど
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
体
験
を
通
じ
児
童
た
ち

は
『
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
の

大
切
さ
』
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

二
月
四
日
、
福
地
小
学
校
で
手
話

講
座
が
開
催
さ
れ
、
児
童
八
人
は
、

高
梁
市
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の

会
員
三
人
の
指
導
に
よ
り
、
日
常
生

活
に
役
立
つ
手
話
を
学
び
ま
し
た
。

同
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
手
話
の

学
習
を
行
っ
て
お
り
、
親
し
み
も
深

く
、
学
習
発
表
会
で
は
手
話
に
よ
る

歌
を
披
露
す
る
な
ど
活
動
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
日
指
導
に
あ
た
っ
た
手
話
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
員
は
「
み
ん

な
よ
く
手
話
を
覚
え
て
い
て
く
れ
て

う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、
一
緒
に
手

話
の
勉
強
を
し
た
い
で
す
」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

一
月
二
十
八
日
、川
面
小
学
校
で
、

高
齢
者
疑
似
体
験
と
車
い
す
体
験
の

出
前
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
五
年
生
十
一
人
は
男
女

ペ
ア
に
な
り
、
交
互
に
介
助
す
る
役

と
介
助
さ
れ
る
役
を
体
験
し
ま
し

た
。児

童
の
多
く
は
、
今
回
の
体
験
を

通
じ
て
「
体
に
負
担
が
か
か
り
、
思

う
よ
う
に
動
け
な
か
っ
た
」
と
高
齢

者
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
だ
け

で
な
く
「
介
助
者
に
声
を
掛
け
ら
れ

る
こ
と
で
安
心
す
る
こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
介
助
者
の
重
要
性
に
つ
い

て
の
理
解
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

松
原
小
学
校（
高
梁
）

富
家
小
学
校（
備
中
）

川
面
小
学
校（
高
梁
）

福
地
小
学
校（
高
梁
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
…
す
べ
て
の
人

が
、
不
自
由
な
く
移
動
や
生
活
で
き
る

よ
う
に
建
物
や
構
造
物
等
の
障
害
を
無

く
し
た
状
態
の
こ
と
（
例
え
ば
、
階
段

を
ス
ロ
ー
プ
に
変
え
る
、
手
す
り
付
の

通
路
や
ト
イ
レ
、音
が
鳴
る
信
号
機
等
）

　本市社会福祉協議会では、市内の小・中・高等学校をボランティア活動普及事業協力校に指定し、
社会福祉への理解と関心を高めボランティア活動のより一層の推進と啓発を図っています。

社会福祉への理解と関心を高める

福祉出前講座の開催
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共同募金に多くの善意をいただき
ありがとうございました

平成 22 年度 赤い羽根共同募金 法人募金にご協力いただいた法人
昨年 12 月 26 日から 12 月 31 日までにご協力いただいた企業名、商店名を掲載いたします。
ご協力ありがとうございました。
びほく農業協同組合 有漢主幹支店

（敬称略）

平成22年度

平成22年度

かわかみ療護園を訪問し、クリ
スマス料理やお正月料理を作
り、入所者と交流

手作りのおせち料理を持って
８０歳以上の一人暮らし及び夫
婦のみの世帯を訪問

お
せ
ち
料
理
や
お
正
月
用
品
を
持
っ

て
お
正
月
を
施
設
の
寮
で
過
ご
す
利

用
者
を
訪
問

グループホームささゆり苑で、
餅つきを実施し入居者の方と交
流

成羽町内の施設を訪問し、入所
者の方と交流

手作り弁当を持って７５歳以上
の一人暮らし及び高齢者世帯を
訪問

手話落語の講師を招き、他のボ
ランティア団体や聴覚障害者と
交流

地域の８０歳以上の高齢者宅へ
手作りのおはぎ弁当を持って訪
問

一人暮らし高齢者や障害者へ手
作りのお寿司弁当を持って訪問

高
梁
市
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

川
関
婦
人
部

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会

か
ぐ
ら
街
道
布
寄
直
売
所

備
北
商
工
会
女
性
部

川
上
地
区
歳
末
友
愛
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

四
ツ
葉
の
会

備
中
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

重
度
障
害
者
へ
慰
問
品
を
配
布

高
梁
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
健
康

体
操
や
食
事
会
を
開
催

か
た
つ
む
り
の
会

ひ
ま
わ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
ざ
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

実
績
報
告

赤
い
羽
根
共
同
募
金

実
績
報
告

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
様
々
な
福
祉
活
動
へ

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

　

平
成
二
十
二
年
度
の
歳
末
た
す
け
あ

い
募
金
額
は
、
二
，五
七
七
，一
一
三
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、
新
た
な

年
を
迎
え
る
時
期
に
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
在
宅

寝
た
き
り
の
方
及
び
難
病
の
方
二
百
十

五
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
福
祉
団

体
十
二
団
体
へ
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
度
の
赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
募
金
額
は
、
六
，〇
六
一
，五
六

七
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
赤
い
羽
根
共
同

募
金
は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
配
分
さ

れ
、
市
内
で

積
極
的
に
活

動
し
て
い
る

福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

等
の
福
祉
活

動
へ
活
用
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

募金額内訳
戸 別 募 金 4,420,660円
法 人 募 金 842,500円
街 頭 募 金 44,241円
学 校 募 金 13,459円
職 域 募 金 614,600円
その他募金 126,107円
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有
漢
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
は
、
一

月
十
九
日
有
漢
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
集
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

日
頃
の
健
康
づ
く
り
と
会
員
達
の
仲
間

づ
く
り
を
目
的
に
昨
年
六
月
か
ら
、
毎
月

第
三
水
曜
日
を
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

日
』
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
八
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
の
気
温
は
氷
点
下
で
肌
を
刺
す

よ
う
な
寒
さ
の
中
で
し
た
が
、
五
十
人
を

超
え
る
会
員
達
は
、
ス
タ
ー
ト
前
に
甘
酒

を
飲
ん
で
体
を
温
め
元
気
に
プ
レ
ー
を
始

め
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
で
最
高
齢
と
な
る
小
原
嘉

太
郎
さ
ん
（
九
十
六
歳
）
は
、
皆
勤
賞
で
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
ほ
ど
元
気
に
プ

レ
ー
さ
れ
毎
回
優
秀

な
成
績
を
収
め
て
い

ま
す
。

　

有
漢
の
会
員
は

『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
の
日
』
の
お
か
げ

で
、
市
内
の
大
会
に

に
お
い
て
上
位
を
独

占
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

園
児
か
ら
「
杵
が
重
た
か
っ
た
け
ど
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
お
餅
つ
き
が
で

き
た
の
で
、
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
毎
年
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
つ
く
『
お
餅
つ
き
』
を
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

成
羽
町
の
鶴
鳴
連
合
長
寿
会
が
、
一
月
二
十
七
日
鶴
鳴
保
育
園
園
児
と
、
ま
た
有
漢

町
の
有
漢
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
が
、
二
月
一
日
有
漢
東
小
学
校
児
童
と
『
お
餅
つ
き
』
で

交
流
し
ま
し
た
。

　
『
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
』
と
お
餅
を
つ
く
音
に
あ
わ
せ
、
子
ど
も
達
の
掛
け
声
が
賑

や
か
に
響
き
わ
た
り
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
楽
し
い
お
餅
つ
き
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
お
餅
を
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
み
ん
な
で
楽
し
く
、
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
富
家

小
学
校
児
童
が
昨
年
十
二
月
か
ら
三
回
に

わ
た
り
学
年
ご
と
に
訪
れ
、
利
用
者
と
一

緒
に
あ
や
と
り
、
将
棋
、
福
笑
い
な
ど
で

交
流
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
「
地
域
の
子
供
た
ち
と
楽
し

く
ふ
れ
あ
え
て
良
か
っ
た
」
と
感
想
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
児
童
か
ら
「
今
日
は
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
福
笑
い
で
は
い
ろ

い
ろ
な
顔
が
で
き
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
寒
い
け
ど
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
来
年
も
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
手
紙
が
届
き

ま
し
た
。　

　

二
月
二
日
に
は
、
児
童
会
よ
り
ア
ル
ミ

缶
リ
サ
イ
ク
ル
の
収
益
金
で
購
入
し
た
剣

玉
や
い

ろ
は
カ

ル
タ
な

ど
の
寄

贈
が
あ

り
、
利

用
者
は

児
童
と

一
緒
に

楽
し
み

ま
し
た
。

　

今
回
、
参
加
し
た
会
員
は
「
普
段
は
機

械
で
つ
い
て
い
る
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
杵

で
つ
く
お
餅
の
ほ
う
が
つ
や
や
か
で
、
コ

シ
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
は
、
お
は
じ
き
や
カ
ル
タ
な

ど
の
昔
あ
そ
び
を
行
い
、『
笑
顔
い
っ
ぱ

い
』
の
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

地域福祉活動報告

有
漢
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

鶴
鳴
連
合
長
寿
会

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

有
漢
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

元
気
い
っ
ぱ
い 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

富
家
小
学
校
児
童
と
交
流

お
餅
つ
き
で
地
域
の
子
ど
も
達
と
交
流

有
漢

有
漢

備
中

成
羽
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
り

自
宅
に
押
し
か
け
て
仕
事
を
勧
誘
し
、

料
金
を
請
求
す
る
と
い
っ
た
被
害
が
県

外
で
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通

常
、
電
話
依
頼
も
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
仕
事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
費
用
は
、
請
求
書
を
発
行

し
て
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
支
払
い
い
た

だ
く
か
口
座
へ
振
込
と
し
て
い
ま
す
。

作
業
者
と
直
接
現
金
で
の
や
り
取
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
発
生
事
例
】

　

庭
清
掃
を
し
て
い
た
ら
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
男
性
が
「
木
の
剪

定
を
す
る
け
ど
、
ど
う
か
」
と
勧
誘
し
て

き
た
。庭
の
垣
根
と
二
本
の
木
を
剪
定
後
、

一
万
円
を
請
求
さ
れ
、
そ
の
場
で
支
払
っ

た
。「
後
で
ゴ
ミ
を
片
付
け
に
来
る
」
と

言
っ
て
帰
っ
た
き
り
来
な
い
の
で
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
せ
た
と
こ

ろ
、
全
く
関
係
の
な
い
人
物
だ
っ
た
。
自

分
で
剪
定
バ
サ
ミ
を
持
っ
て
な
い
な
ど
お

か
し
い
点
は
あ
っ
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
人
だ
と
い
う
の
で
信
用
し
て

し
ま
っ
た
。
剪
定
の
仕
上
が
り
も
満
足
の

い
く
も
の
で
は
な
い
し
、
領
収
書
や
契
約

書
も
な
い
。

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月　

九
州
・
沖
縄
地
方　

八
十
歳
代　

女
性
）

　

第
十
回
赤
木
五
郎
賞
の
贈
呈
式
が
二
月

十
六
日
、高
梁
国
際
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、近

藤
市
長
か
ら
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
褒
賞
は
、
保
健
医
療
・
福
祉
・
環

境
分
野
に
お
い
て
功
績
の
顕
著
な
個
人
又

は
団
体
に
対
し
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
福
祉
分
野
に
お
け
る
功
績
と
し

て
、
笠
谷
和
男
さ
ん
（
落
合
町
）
は
高
梁

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
と
し
て
、
加
藤

隆
志
さ
ん
（
成
羽
町
）
は
高
梁
市
社
会
福

祉
協
議
会
役
員
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら

れ
受
賞
の
栄
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
分
野
以
外
で
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
保
健
医
療
分
野
に
お
け
る
功
績
】

（
個
人
）

　

▽
丸
川　

尚
一
さ
ん
（
成
羽
町
）

　

▽
河
原　
　

徹
さ
ん
（
成
羽
町
）

【
環
境
分
野
に
お
け
る
功
績
】

（
団
体
）

　

▽
高
梁
市
立
宇
治
小
学
校

　

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
三
月

一
日
、
川
上
保
健
セ
ン
タ
ー
で
介
護
者
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
介
護
者
教
室
は
、
年
三
回
介
護
者

の
方
の
介
護
疲
れ
を
癒
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

三
回
目
と
な
る
こ
の
日
は
、
手
芸
を
し

な
が
ら
、
日
頃
の
介
護
に
対
す
る
思
い
や

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
気

分
も
軽
く
な
り
、
ま
た
、
新
し
い
発
見
も

で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

同
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

者
教
室
の
他
に
、
認
知
症
研
修
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
支
援
な
ど
、
地
域
住

民
の
方
が

安
心
し
て

暮
ら
せ
る

地
域
づ
く

り
の
た
め

様々
な
活
動

を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

岡
山
県
生
命
保
険
協
会
（
藤
山　

勝
伸

会
長
）
で
は
、
毎
年
、
地
域
福
祉
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
車
輌
寄
贈
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
度
の
車
輌
の
贈
呈
式
は
二
月
十

日
、
岡
山
県
総
合
福
祉
会
館
で
行
わ
れ
、

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
車
輌
一
台
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
回
寄

贈
の
あ
っ
た
車
輌
に
”
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

元
気
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
”に
ち
な
ん
で『
ひ

ま
わ
り
号
』
と
名
づ
け
、
地
域
福
祉
活
動

や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
活
用
し
て
い
ま

す
。

川
上
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を

名
乗
る
庭
木
の
剪
定

赤
木
五
郎
賞

 

介
護
者
教
室
の
開
催 

岡
山
県
生
命
保
険
協
会
か
ら

車
輌
寄
贈

川
上

注意!

赤木五郎賞贈呈式のようす
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第 36号ふれあい福祉

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談
担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員
場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター
時　　　間 10：00～ 15：00 10：00～ 15：00

月／日
４月２１日（木） ４月７日（木）
５月１９日（木）

☆平成 23 年４月より各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆５月の身体障害者相談については、５月５日（木）が祝日のため開催しません。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　　　高梁本所 ☎22-7243　　　有漢支所 ☎57-3218　　　成羽支所 ☎42-2005
　　　川上支所 ☎48-9770　　　備中支所 ☎45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

ふ
れ
あ
い
相
談
と
援
助

平
成
23
年
度
　

平成 22 年度 社協賛助会費にご協力いただいた法人
昨年12月15日から2月28日までに、ご協力いただいた法人名、企業名を掲載いたします。ご協力ありがとうございました。
アグリフーズ有限会社
浅野酒造株式会社
株式会社池田建設
株式会社池田本店
石川北観光有限会社
有限会社馬山商会
大森精工有限会社
株式会社大塚組
株式会社大月組
株式会社岡﨑建設
社会福祉法人旭川荘介護保健老人施設ひだまり苑
株式会社カードック滝本
有限会社かっこう花グループ

有限会社かねたか農機
有限会社カーライフ那須
有限会社唐﨑工業
川上工業株式会社
川上電工協業組合
社会福祉法人旭川荘かわかみ療護園
高山ブロイラー有限会社
有限会社共栄舎
有限会社定家電気商会
株式会社三美産業
株式会社シーエートラスト
地頭石油株式会社
株式会社シャガード

高梁地方森林組合川上支所
社会福祉法人旭川荘望の丘ワークセンター
有限会社花房教材
合資会社樋口商店
びほくバス株式会社
株式会社平松運輸
南工業有限会社
三原機工有限会社
三村加工有限会社
株式会社メレック
山室建設株式会社
山本酒造株式会社

（順不同、敬称略）

　

平
成
二
十
二
年
度
賛
助
会

費
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
か

ら
ご
理
解
と
ご
賛
同
を
賜
り
、

二
月
末
現
在
で
七
百
八
十
万

五
千
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
こ
の
貴
重
な
浄
財
は
、

地
域
福
祉
の
維
持
・
充
実
を

図
る
た
め
、
地
域
福
祉
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

活
動
等
の
事
業
へ
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
本
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
皆
様
と

共
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
『
さ
さ

え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
』
の

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
賛
助
会

費
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

賛
助
会
費
に
つ
い
て

福祉施設の作品展示コーナー

入居者が下絵に色を塗りました。

グループホームささゆり苑

ふきのとう
利用者がビーズと針金などで作
成しました。

利用者が折り紙で作りました。

巨瀬デイサービスセンター

ポインセチア

川上いきいき交流館

利用者が和紙や箱などで作りま
した。

宝箱

備中デイサービスセンター

松
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金
一
封　

松
原
町	

藤
村
　
太
郎

	

（
故
・
春
子
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封　

落
合
町	

安
藤
　
政
寛

	

（
故
・
千
代
子
様
）

金
一
封　

落
合
町	

植
田
　
和
宏

	

（
故
・
耕
一
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封　

上
有
漢	

児
玉
　
武
仁

	

（
故
・
文
子
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封　

成　

羽	

干
田
尾
初
女

	

（
故
・
誠
二
様
）

金
一
封　

中　

野	

河
上
　
政
一

	

（
故
・
春
一
様
）

金
一
封　

総
社
市	

平
田
　
啓
郎

	

（
故
・
絹
子
様
）

金
一
封　

成　

羽	

吉
岡
恵
美
子

	

（
故
・
繁
夫
様
）

金
一
封　

下　

原	

川
合
　
繁
男

	

（
故
・
ケ
イ
子
様
）

金
一
封　

下
日
名	

藤
本
　
眞
平

	

（
故
・
今
代
様
）

金
一
封　

下　

原	

西
平
　
　
稔

	

（
故
・
佐
加
江
様
）

金
一
封　

成　

羽	

平
兼
　
克
己

	

（
故
・
石
男
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封　

玉
川
町　

	

石
田
　
　
彰

	

（
故
・
末
二
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封　

巨
瀬
町	

大
森
　
保
男

	

（
故
・
伯
一
様
）

五
万
円　

巨
瀬
町	

大
内
　
孝
昭

	

（
故
・
カ
メ
子
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

𠮷
藤
　
綱
夫

	

（
故
・
鉄
枝
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封　

中
井
町	

太
田
井
廣
義

	

（
故
・
昭
和
様
）

金
一
封　

中
井
町	

西
　
　
安
則

	

（
故
・
秀
樹
様
）

金
一
封　

中
井
町	

井
平
　
正
一

	

（
故
・
馨
様
）

金
一
封　

中
井
町	

藤
井
　
正
宏

	

（
故
・
壽
美
夫
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封　

宇
治
町	

牧
野
　
義
廣

	

（
故
・
光
義
様
）

金
一
封　

宇
治
町	

信
原
　
秀
清

	

（
故
・
コ
タ
ミ
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封　

松
原
町	

小
川
　
次
郎

	

（
故
・
吉
春
様
）

金
一
封　

川
面
町	

赤
木
　
　
守

	

（
故
・
勝
太
郎
様
）

金
一
封　

上
谷
町	

松
岡
　
重
美

	

（
故
・
正
二
様
）

金
一
封　

川
面
町	

藤
本
　
絢
子

	

（
故
・
美
末
様
）

金
一
封　

中
井
町	

藤
井
　
正
宏

	

（
故
・
壽
美
夫
様
）

金
一
封　
原
田
北
町	

下
村
眞
壽
滿

	

（
故
・
勝
様
）

金
一
封　

南　

町	

田
中
　
　
寛

	

（
故
・
ヒ
ナ
コ
様
）

金
一
封　

玉
川
町　

	

石
田
　
　
彰

	

（
故
・
末
二
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封　

津
川
町	

清
原
　
敬
己

	

（
故
・
君
子
様
）

金
一
封　

津
川
町	

上
田
　
　
護

	

（
故
・
か
ず
美
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封　

川
面
町	
福
本
米
次
郎

	
（
故
・
浩
子
様
）

金
一
封　

川
面
町	
赤
木
　
　
守

	

（
故
・
勝
太
郎
様
）

金
一
封　

川
面
町	

藤
本
　
絢
子

	

（
故
・
美
末
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封　

鍛
冶
町	

鍛
治
川
　
勉

	

（
故
・
操
様
）

金
一
封　

鉄
砲
町	

高
杉
　
泰
雄

	

（
故
・
則
武
様
）

金
一
封　

落
合
町	

川
本
　
玲
子

	

（
故
・
隆
義
様
）

金
一
封　

川
端
町	

野
瀬
　
達
助

	

（
故
・
八
重
子
様
）

金
一
封　

巨
瀬
町	

𠮷
藤
　
綱
夫

	

（
故
・
鉄
枝
様
）

金
一
封　

中
井
町	

西
　
　
安
則

	
（
故
・
秀
樹
様
）

金
一
封　

津
川
町	
清
原
　
敬
己

	

（
故
・
君
子
様
）

金
一
封　

東　

町	

鳴
川
　
　
淳

	

（
故
・
久
夫
様
）

金
一
封　

津
川
町	

上
田
　
　
護

	

（
故
・
か
ず
美
様
）

金
一
封　

高
倉
町	

大
森
栄
太
郎

	

（
故
・
某
様
）

金
一
封　

中
井
町	

井
平
　
正
一

	

（
故
・
馨
様
）

金
一
封　

川
面
町	

福
本
米
次
郎

	

（
故
・
浩
子
様
）

金
一
封　

香
川
県	

谷
岡
富
美
子

	

（
故
・
谷
本
和
美
様
）

ありがとうございました。
　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成23年 1月と 2月にいただいたご寄付についてお知らせし
ます。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 23年１月〜２月
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金
一
封　

有
漢
町	

匿
　
　
　
名

	

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封　

有　

漢	

鷲
塚
　
虎
郎

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

五
万
円　

中　

野	

加
藤
　
隆
志

	（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

小　

泉	

山
野
上
祐
市

	（
父
一
郎
様
の
百
賀
の
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封　

仁　

賀	

高
木
　
繁
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

領　

家	

岡
﨑
　
隆
夫

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

上
大
竹	

大
山
　
有
美

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封　

布　

賀	

河
野
チ
エ
コ

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

布　

賀	
管
波
ケ
イ
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

東
油
野	
村
上
　
増
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

東
油
野	

後
内
　
道
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

自
転
車　

東
油
野	

平
松
　
倉
輔

金
一
封　

高
山
市	

三
原
　
武
範

	

（
故
・
久
様
）

金
一
封　

三　

沢	

山
室
　
勝
利

	

（
故
・
明
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封　

布　

賀	

丸
畑
　
文
子

	

（
故
・
康
二
様
）

金
一
封　

平　

川	

沼
田
　
收
也

	

（
故
・
ノ
ブ
ヱ
様
）

金
一
封　

岡
山
市	

芳
賀
　
剋
昌

	

（
故
・
正
夫
様
）

金
一
封　

平　

川	

中
上
ム
ツ
エ

	
（
故
・
喜
佐
大
様
）

金
一
封　

長　

屋	
赤
木
　
松
代

	

（
故
・
内
藤
久
四
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

五
万
円
・
CD
50
枚

落
合
町	

落
合
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

	（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
と
し
て
）

金
一
封　

落
合
町	

笠
谷
　
和
男

	（
赤
木
五
郎
賞
受
賞
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封　

有　

漢	

山
縣
　
公
人

	（
旭
日
双
光
賞
受
賞
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封　

中　

野	

水
野
葉
留
枝

	

（
故
・
晴
次
様
）

金
一
封　

下　

原	

芳
賀
　
忠
志

	

（
故
・
喜
代
子
様
）

金
一
封　

佐
々
木	

魚
谷
　
英
二

	
（
故
・
愼
一
様
）

金
一
封　

佐
々
木	
仲
田
　
　
正

	

（
故
・
淳
逸
様
）

金
一
封　

上
日
名	

渡
辺
　
定
江

	

（
故
・
憲
二
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封　

三　

沢	

渡
邉
　
園
治

	

（
故
・
ア
サ
ヨ
様
）

金
一
封　

玉
野
市	

三
村
　
喜
昭

	

（
故
・
治
男
様
）

金
一
封　

七　

地	

川
上
　
恭
稔

	

（
故
・
恒
子
様
）

金
一
封　

浅
口
市	

松
本
　
真
治

	

（
故
・
節
子
様
）

金
一
封　

下
大
竹	

三
宅
　
晴
和

	

（
故
・
清
治
様
）

金
一
封　

地　

頭	

宮
本
　
英
樹

	

（
故
・
俊
一
様
）

金
一
封　

三　

沢	

三
村
　
厚
史

	

（
故
・
安
夫
様
）

金
一
封　

三　

沢	

高
平
　
　
守

	

（
故
・
達
雄
様
）

お
風
呂
に
入
り
た
い
』
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

様
々
な
地
域
福
祉
に
対
応
し
た

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
全

職
員
が
常
に
利
用
者
の
安
心
・

安
全
を
心
掛
け
、
皆
様
か
ら
の

信
頼
を
築
け
る
よ
う
、
そ
し
て

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
“
絆
”
を

大
切
に
し
て
、
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
と
、
あ
ふ

れ
る
笑
顔
が
私
た
ち
の
元
気
の

源
で
す
。

今
回
の
特
集
記
事
で
は
訪
問

入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
掲
載
し
、
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

本
来
、『
入
浴
』
と
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
、
楽
し
い
も
の
で
す

が
、
体
が
不
自
由
に
な
る
と
ど

う
し
て
も
入
浴
を
敬
遠
さ
れ
る

方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

他
の
人
に
「
見
ら
れ
た
く
な

い
」
や
「
洗
っ
て
も
ら
う
の
に

抵
抗
が
あ
る
」
と
い
っ
た
精
神

的
不
安
が
主
な
理
由
で
す
が
、

入
浴
を
し
な
い
と
不
衛
生
に
な

り
床
ず
れ
し
た
り
、
体
が
硬
く

な
っ
た
り
、
ま
た
血
行
が
悪
く

な
っ
た
り
と
身
体
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
ば
か
り
で
す
。

訪
問
入
浴
事
業
所
の
担
当
者

は
「
私
た
ち
職
員
が
い
つ
も
笑

顔
で
声
掛
け
す
る
こ
と
で
、
利

用
者
の
こ
こ
ろ
の
壁
が
取
り
除

か
れ
、“
絆
”
が
で
き
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
持
ち

よ
く
入
浴
し
て
い
た
だ
い
て
、

利
用
者
の
方
か
ら
『
ま
た
次
も

編
集
後
記


